
趣旨：高校までに習う教科の知識を使って（大学教養課程の
知識を含めてもよい）、世の中に広まっている情報の間違いを
論理的に指摘する小論文を募集します。
例：この社説での古典の引用は、文法的に解釈が間違い。

この商品の宣伝は理科で習う○○の法則に反する。
この省庁発表の数値は、統計処理の方法がおかしい。
この英語インタビューの字幕の和訳は間違っている。

学校で習う知識で事実を確定できるものを対象とします。事実関係を
確定できない論争的話題や、価値に関する議論は対象としません。
見出したフェイク情報の独自性と、情報の誤りを論証するのに学校で
習う知識をどのように生かしているかを評価します。

応募資格: 高校生・大学生・大学院生（27歳以下）
学生以外のオープン参加可（表彰あり・賞金なし）

締め切り: 2018年10月29日（月）
提出方法: 電子メールでPDFファイルを提出。字数・形式自由。

（本文に氏名・所属学校名・学年を記載して下さい）
提出先: senkenryoku@nifty.com
審査結果発表: 2019年2月を予定

審査委員
掛谷英紀 （言論責任保証協会代表理事）
伊藤誠 （筑波大学教授）
海後宗男 （筑波大学教授）
西澤真理子（株式会社リテラシー代表取締役）

松本義久 （東京工業大学准教授）

特定非営利活動法人言論責任保証協会主催
http://www.npogenseki.org

学生先見力懸賞論文

「フェイク情報」を見破れ
賞金: 最優秀賞10万円, 最優秀高校生賞5万円

優秀賞3万円（最大5名）, 佳作1万円（最大10名）￥


